
令和３年度 中央図書館の運営等について 

 

１ 予約本コーナーの設置、館内レイアウト変更について 

 予約した本を利用者がセルフサービスで借りることが出来る「予約棚」を西側入口付近に設置

し、「予約本コーナー」とする(小田原駅東口図書館には設置済)。 

利用者は予約照会機で、どの棚に予約本があるか確認・自ら手に取り、自動貸出機で貸出処理

することで、図書館スタッフを介さずに借りることが出来るようになる。利用者のプライバシー

保護と共に、新型コロナウイルス感染症感染予防にもなる。 

  また、予約本コーナー設置に伴い、西側入口付近にあった新聞コーナーを雑誌コーナー前に、

個人パソコン利用席を談話コーナーに移設する。 

 

中央図書館１階レイアウト図（変更後） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 地域資料・視聴覚コーナーの開設について 

視聴覚ライブラリーを改修し、地域資料・視聴覚コーナーとする。(現在改修工事中) 

 

(１)地域資料コーナーの開設について 

旧市立図書館で収集・保存してきた特別集書などの貴重な地域資料について、新たに収蔵庫

を設置し、移管する。地域資料コーナー窓口に職員（会計年度任用職員）を配置し、資料の

閲覧・撮影・特別利用等の公開手続きを行う。従来、旧市立図書館と地域資料室でそれぞれ

所蔵していた郷土資料を一括して排架することで、レファレンスや貸し出しにも対応できる

ようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 

予約本 
コーナー 

新聞コーナー 

地域資料・視聴覚コーナー（改修後） 

 



 (２)視聴覚コーナーの開設について 

   今までの視聴ブースを撤去し、新たに視聴ブースを４箇所設ける。また、視聴覚資料（ＣＤ・

ＤＶＤ・ビデオ）」の貸し出しについて現在貸出点数６点(うちビデオテープ２点・ＣＤ２点)・

貸出期間１週間から、貸出点数６点(うちＤＶＤは３点まで)・貸出期間２週間に拡大する。 

 

(３)開設時間 

図書館開館日の午前９時～午後５時(貸出は午後４時４５分まで) 

 

 ３ 新聞デジタルデータベースの導入 

   

朝日新聞(聞蔵Ⅱ)と毎日新聞(毎索)を導入予定。 

※小田原駅東口図書館に読売新聞(ヨミダス)と日本経済新聞(日経テレコム)を導入済。 

  朝日・毎日の各サービスで２ライセンスを予定しており、小田原駅東口図書館でも利用できる。 

 

４ 中央図書館の再開時期 

改修工事は３月１５日(月)に終了し、その後予約棚の設置・システム検証を行う。 

再開は３月下旬で調整中。 


